
「バックオフィス DX」
の最前線

Bizer株式会社

成功
事例から読み解く



本日の内容

バックオフィスのDXは、組織全体のパフォーマンス向上に不可欠です。本セミナー

では、実際に生産性向上を実現した成功事例から、そのポイントを解説します。



会社紹介



https://www.persol-group.co.jp/news/20240131_13314/







https://www.persol-group.co.jp/news/20240405_01/
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#1 DXとは？

https://www.persol-group.co.jp/service/business/article/8734/

経済産業省「デジタルガバナンスコード2.0」（旧DX推進ガイドライン）



https://www.persol-group.co.jp/service/business/article/8734/
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#２ バックオフィスの現状と課題

人手不足

バックオフィス業務は多くの場合、細かい

手続きや定型業務が多く、効率化が進んで

いないため、人手が多く必要になります。

特に、給与計算や経理などの専門知識が必

要な業務では、適切な人材の確保が困難で

す。

ベテラン依存

長年の経験を持つベテラン社員に業務が依

存しがちです。彼らの退職や異動により、

業務知識やノウハウが失われるリスクが高

いです。また、新人教育にも時間と労力が

かかります。

手動業務の多さ

多くのバックオフィス業務は、手作業で行

われているため、ミスが発生しやすく、業

務効率が低下します。例えば、手動でのデ

ータ入力や書類の管理は、ミスの原因とな

りやすく、業務のスピードや正確性に悪影

響を及ぼします。
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#３ バックオフィスのDXが必要な背景

パーソル総合研究所「労働市場の未来推計 2030」

2030年には7,073万人の労働需要に対し、6,429万人の労働供
給しか見込めず、644万人の人手不足となることが明らかに
なっています。

先ほどバックオフィスの課題の一つに「人手不足」がありま
したが、専門知識のあるなしに関わらず労働力を確保するの
は難しくなります。

そのため、既存業務のフローの見直しやテクノロジーの活用
によって、業務効率化を実現し、一人ひとりの生産性を向上
させることは不可欠です。

a. 労働人口減少

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/spe/roudou2030/
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働き方改革を推進するべく、厚生労働省は2019年に「働き方
改革関連法」を策定し、柔軟なはたらき方を選択できる「フ
レックスタイム制」の拡充を規定しました。また、コロナ禍
でテレワークを導入する企業も増えており、はたらき方が多
様化しています。

b. 働き方の変化

2020年　アイティメディア株式会社「アフターコロナのバックオフィス業務に関する読者調査」

2024年　株式会社ミロク情報サービス「バックオフィス業務に関する総合調査」

しかしながら、2020年の調査では、全体のテレワーク比率が
90%を超える中でバックオフィス業務担当者の25.6%は出社
を要していました。

その後の2024年の調査で「コロナ5類移行前（～2023年5月）
と比べたテレワーク比率の変化」によると、28.5%が増えた
と回答しており、テレワークを中心とした働き方への変化は
今後も加速していくと考えられます。



#３ バックオフィスのDXが必要な背景

バックオフィス業務は、企業の財務・人事・管理機能を支え
る基盤です。これらの業務でミスが発生すると、経営判断の
誤りや法的リスクを招く恐れがあります。例えば、給与計算
や税務申告におけるミスは、従業員の信頼を失い、企業イメ
ージの低下にもつながります。正確な業務遂行は、内部統制
の強化にも寄与します。

c. 正確性の担保

バックオフィス業務の正確性が向上すると、フロントオフィ
スの業務もスムーズに進行し、結果として組織全体のパフォ
ーマンスが向上します。正確なデータ提供は、迅速かつ正確
な経営判断を可能にし、競争力の強化に寄与します。

デジタル化や自動化の導入を通じて、正確な業務遂行を実現
し、企業の持続的成長を支える基盤を築くことが求められて
います。

『ヒューマンエラーの基礎知識』｜労働安全衛生広報2012年4月

https://jinjibu.jp/article/detl/moyamoya/2996/#heading_2_4
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#４ 成功事例紹介

https://bizer.jp/team/case/12754/ https://note.com/bizer_team/n/n31d46a86df9b
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#４ 成功事例紹介　河村電器産業株式会社さま

業務の87％は標準化できるという調査結果もあり、多くの業務は標準化が可能です。専門的な知識が必要な業務以外
は標準化できると考え、積極的に選択型や単純型へ業務を割り振りしていきましょう。

生産性を高めるための「最初の一手」セミナー　株式会社スタディスト、Bizer株式会社
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#５ バックオフィスのDX推進のポイント

TOPの意志 DXは組織全体の変革が求められるため、組織のTOPによる強烈な推進力が求められる。

目標・目的の設定 DXには長い時間を要するため、組織が進む方向がブレないよう、常に目標・目的を共有する
必要がある。なるべく具体的なイメージを持てるような目標の設定が望ましい。

推進体制の構築 TOPだけでなくそれを支えるメンバーや、ITに強いメンバー、また現場の業務から変えていく
ことになるため現場に近く変化に強いメンバーなど、役割を明確にして体制を構築する。

現状把握・可視化 生産性向上の最初の一歩。可視化の手法としては「リスト型」「フローチャート型」「時間計測
型」などがある。シンプルでコスパが良いのは「リスト型」だが、状況に合わせて選択する。

標準化 バックオフィスの業務は定型業務が多く、一度標準化して再現性を高めておけば、それを活用
した際のリターンが大きい。

継続的な改善 外部環境は常に変化しており、その中で競争優位性を確立することがDX。そのためDXに終わ
りはなく、常に改善を繰り返す必要がある。

成果測定と社内共有 効果を定量的に測定し、成果を社内で共有する。成功事例を基に他部門への展開を図り、組織
全体のDX推進につなげる。



現状把握・可視化 生産性向上の最初の一歩。可視化の手法としては「リスト型」「フローチャート型」「時間計測
型」などがある。シンプルでコスパが良いのは「リスト型」だが、状況に合わせて選択する。
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現状把握・可視化 業務一覧を作成する際には、業務項目を抽出し、「量」と「質」の両方で重みづけする

#５ バックオフィスのDX推進のポイント

生産性を高めるための「最初の一手」セミナー　株式会社スタディスト、Bizer株式会社



現状把握・可視化 「量」について。対象業務を決める際には、発生頻度が高く、業務時間が長い「大物」から優
先的に着手するのが基本だが、その他領域も個別に注目する必要がある。

#５ バックオフィスのDX推進のポイント

生産性を高めるための「最初の一手」セミナー　株式会社スタディスト、Bizer株式会社



現状把握・可視化 「質」について。業務の「あるべき姿」を定め、標準化・マニュアル化の対象を選定する。
87%は標準化できるつもりで業務を見極めていくのがコツ。

#５ バックオフィスのDX推進のポイント

生産性を高めるための「最初の一手」セミナー　株式会社スタディスト、Bizer株式会社



現状把握・可視化 日本BPM協会が定義している業務分類の基準を参考に、目的に応じて業務分解の粒度を決め
ていく。

#５ バックオフィスのDX推進のポイント

https://www.persol-group.co.jp/service/business/article/9463/



継続的な改善 一例として「KPT」がある。「KPT」とは、Keep（やってよかったので今後も続ける点）、
Problem（問題点・課題）、Try（今後改善していくこと）の頭文字。

#５ バックオフィスのDX推進のポイント

https://note.com/bizer_team/n/ne311f06ec54f



#５ バックオフィスのDX推進のポイント

最も重要なのはTOPの意志



本日はバックオフィスのDXの必要性や重要性について、
また具体的な事例についてお話させていただきました。

ぜひ、みなさまの組織に置き換えて考えてみてください。

本日ご紹介できなかった事例や、各推進ポイントの
ノウハウは他にも多数ございます。

興味のある方は、お気軽にご相談ください。

ありがとうございました。


